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　上 記 3菌株の 細胞内部榔造を比較表示すれば次の 様

に な る．

　下表の 様 に Rhed．　glutinisは
『
細 月包構 造 上 SP・sal−

menieolor と 1粕 4 μ o 薦 鋸 の中間的性状を示す もの

で あ るが ，
Mltochondriaの 内部構造は Sp．　 salmOnico 一

torに 類似 し ，
これ は 両者 の oxidative な 生 理的性質

に 基 く もの と考え られ る．夊，
Rhod，　glutinisと Nad ．

fulvescensは Nucleus，　Nucleolu馬 Storage　granule 等

の 諸点 で は 多 くの 共通点を有 し ， 分 類 系 統 上 の 近 縁性

が説 め られ る．

　 　 　 Strain

NucleusNuclear

　 membrane

NucleolUS

Mitochondria

Chr ・m ・Plast

Storage　granule
Internal　 membrane

VacuoleCytoplasmic

　membrane

Cell　 wall

Sp．　 salmenicolor Rhod，　 glutinis

RoughNot

　so 　clear

1〜2，remarkable

PaladEs　 cristae 　type

High 　density　granule
with 　lamellae

Clear　 membrane

Slightly　 wavy

Double

Compact

ClearRemarkable

　in　 adult

Cells。
Palad6s　cristae 　type

Mitechondria
→ chromoplast

Hig　h　density　granule

Double 　 membranes

Clear　 membrane

Slightly　 wavy

Double

翫 4，μ 085 ‘8觚

Compact

GlearRemarkable
　in　young

Asc三and 　vegetative 　cells，

Helix　type

High 　density　granule
Unknown

No 　 membrane 　by
KMnO4 　fixatiOn

Slightly　 wavy

Double

34，カビ胞子発芽に於ける代謝 生理

　 発芽遏程に 於 け る 耐轟性獲得現象

阪大工 醗酵

照井堯造 ， C 望月　務，植木厚 鷺

　 目　　　 的

　微生 物 の 耐毒性獲得 の 現象が変異 と淘汰 の現象 に よ

らな い Mass 　adaptation で 説明 きれ る事例 を私達 は カ

ビ胞子 の 発芽過 程で 見出し た （醸 酵工 学， 36， 336

（1958）．　 この 報告で は毒物とし て は主 と して 亜 砒酸

を供用 し，そ の 他の 毒物として は 窒 化 ソ
ーダー

， 弗

化 ソ ーダーや 砒酸 ソ ーダーで 典型的な Mass 　adaptatl −

on を示 した の で あ るが，そ の 耐毒性獲得 の 機構 は そ

れ ぞ れ の 毒物 に よつ て い くつ か の 可能性 が考 え られ

る．今回 は 主 として 砒素 を 中心 と し て そ の 耐 毒性 の 獲

得 の 生起条件や ， 機構を更 に 追求す る と共に ， 更 に他

の 毒物に つ い て も合 せ て 検討す る。

　 実 験 方 法

　供用胞子 は 主 とし て AsP．　ory 〈ae を使用 し，種 々の

発芽培地 に胞 子 を懸 垂 し種 々 の 時間に 各種毒物を添加

し て ， そ の 膨化や発芽の 状況 を顕微鏡下 に 観 察す る と

共 に ， 遠心 沈澱に よ る細胞容積 の 変化や ，
Warburg

manometerl ！ よ る 呼吸能 の 変化を調べ た．又砒素の 定

量法 として は ボーラ ロ グ ラ フ 法や モ リ ブ デ ン ブ ル ー・怯

に よ る比 色 に よ つ た．

　 結 　 　　 果

　 こ こ に云 う Mass 　adaptation に 於 い て は 毒物 の 分解

や 消失 に よ る見掛け の 耐性上昇は厳密に 排除 され て お

り，培地中の 毒物 は充分 に そ の 耐 性 濃度 レ ベ ル を依持

して い る．事実亜砒酸 の 例 に於い て は そ の 99％以上が

適応後 の 培 地 中に も存 在す る．こ の 毒物に 対す る抵抗

性 は酸素消費 の 面か ら見 て も，
M ！2000 処 理 の 胞子 と

無毒の そ れ と を比較す る と， 未 処 理 胞 子で は 2 時間 （

発芽直前），
4 時 閥 （ほ ぼ 発芽完了時），6 時間（幼菌糸）

と成長す る に つ れて呼吸の 阻害率が 増大 す．る の に 反

し ， 処理 胞子 で は 発芽全期間を通 じM ！400の 濃度迄 は

殆 ん ど阻害作用 を 受 け な い ，か か る 適応 は incubation

の初 め か ら添加 して 置 くと 2時聞迄 に完了す る，夊亜

砒酸一砒酸 の cross
−resistance で も酸素消費の面か らは

更 に 明瞭な交叉 耐性 が見出され る．尚 こ の 場合使用 す

る砒酸 ソ ーダ ーの還元 は見出 され ず砒素 は全 く同様 な

耐性 の 機構 を もつ と考え られ る の で 更 に 各種基質の代

謝時 の 耐性獲得 の 様相や その 耐性胞 子の代謝阻害や 菌

体 中の 砒素か ら更 に 深 くその 様相を 検討し更に多くの

毒物 との 交叉性 を も追求中で あ る．

35，深部堵養裝置に於け る酸素吸収速度
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　 目　　 　 的

　研究用深部培養装置の 0 ．A ．R ．を変更す る事 は 各種

醸 酵 生 産 に 影 響 を及 ぼ す効果大な る こ とか ら検討を行
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